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は じめに

　ク ラ ウ ス ・ マ ン の 『火山』 は
，

そ の 副題 も示す とお り文字 どお り亡命者の物語で ある。改め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

て 言 うま で もな く，
ナ チ ス に よ る迫害の 難を逃れ て 国外 に脱 出 した入 たち に よ っ て 書か れ た作

品群 の
一

っ で あ る
1）

。 作者 自身亡 命者で あ り，こ の 作品は 亡命者 た ち の貴重 な記録 と評価 さ れ

て い る
z）

。

一般 に亡命作家たちは否応 t4く政治を強制，されざるをえ なか っ tg。 従 っ て ，亡命文
・

学は作家 の それぞ れの 立場に か かわ らず
一
定の 政治的，社会的意味を帯 ざるを えなか っ た 。 そ

の こ とか ら，文学的立場の みな らず ， 現実 の 政治的， 党派的立場か らも ， 作 品に 対す る さ まざ

まな解釈 ， 評価が な さ れた 。 現代に おい て 作品を読 む場合も当然 これ らの事情を看過す る こ と

はで きな い 。 言 い 換え る と，亡命文学 を理解す る場合 ， 文学史的視点 の み な らず ， 政治的 ，社

会的視点 ，とりわ け ζの 時代に あ っ て は，作家個人 の 事情に対す る視点，時代 と作家 の 交錯に 、

対す る視点が十分考慮されね ばな らな い
。

　『火山』 の場合 も主 と して こ の よ うな視点か ら論考 されて い る
3）

。 もと もと ク ラ ウ ス
・マ ン

の 場合は ロ マ ン もエ ッ セ イ も自伝的作品で あ っ た 。 彼 の 関心 は現実 に切実 な事柄を書 くこ とで

あ っ た 。 そ の 意味で 自伝的な もの と社会的な もの が結 び っ い て い た
4）

。 そ して
， 彼 の 生 きた時

代は激動 の 時代で あ る。 彼はそ の 激動の 中で ，時代に立 ち向か っ た 。 また，ドイ ッ を 代表す る

作家の 息子 と して ，早 くか ら文学的世界 の 影響 の 下 に育 っ た 。 従 っ て ，彼の 作品に お い て は上

記 の 要素が切 り離 しが た く結合 して い る 。

　『火山』が出版 された の は 1939年の 夏で あ っ たが 1

’
ク ラウ ス ・ マ ン の 回顧 に よ る と， そ の後

数週間して 始ま っ た戦争 の た め に彼 の 声は消 し飛ん で しま っ た と い うこ とで あ る
5 ）

。 とは い え
，

当時の 亡命雑誌にすで に い くっ か の 批評が載 っ た 。 そ の うち の
一

っ は
，

こ の作晶の ロ マ ン と し

て の 完成度を問題に して 「事実報告」 と評 して い る
6）

。 しか し
， 作品の 中で 描写 され て い る各
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エ ピ ソ
ー

ドは
，

それぞれ に関連 しあ
？

た テ ーマ を も っ て お り ， 全体 と して
一

つ の テ
ーマ 構造 を．

もっ て い る
7）

。 本稿で は，こ の 作品の 小説 と して の テ
ー

マ 構造 の 認識 の 下 に ，文学 史的，亡命

史的視点 ， 自伝的視点か ら，作品の 示して い る
一

つ の 自己認識を中心 に考察す る も の とす る 。

（後年の 評価で は こ の 作品の 通俗小説的側面 の指摘がみ られるが ， あ る作品が通俗的で あ るか

ど うか と い う問題は複雑な 問題 で あ る 。 しか し；本稿で は こ の テ
ー

マ に は触れ な い
。）

1） 「亡命文学」 とい う概念 にっ い て は，M ．Wegner ： Exil　 und 　Literaしur ．（S，18− 19） な ど多数言及

　　さ れ て い る 。 要す る に，亡命は ナ チ ス の時代だ け で は な い し，そ の 時代 に 限定 して も，厳密な定義は

　　簡単 で は ない。亡命した作家た ち は1933年以前 か ら作品を書いて お り，そ れ ら も禁書の 対象 に な っ て

　　い る場合もあ る。 ま た，1933年当時執筆中の作品が 国外 で 書き継 が れ た場合，亡命で きず に 収容所 で

　　落命 した作家 の場合，国外で英語で出版された場合などがあ る。 しか し，通常の 亡命文学 の ドキ ュ メ

　　ン ト と して
1
は193輝 か ら1945年まで の 著作 が集 め ら れ て い る。本論 で 「亡命文学」 と い うと き は，

　　1933年 か ら1945年まで に書か れ た，ド イ ツ 語 の テ ク ス トの 意味で ある。

2） A ．M ．Frey ：Klaus　Mann ： Der　Vulkan ．　S．408 及 び M ．Wegner ： Exil　und 　Literatur，

　　S．187参照 。

3）例え ば，M ・ヴ ェ グナ
ー

は亡命史 を 考慮 しな が らテ ク ス トに 即 して 解釈 し，　G ・ベ ル ク．ル ン ト は現実

　　の 政治史 に よ っ て 物語を検証，批評 して い る 。 L ・ヴ ィ ン ク ラ
ー

は唯美主義からの 離脱 として ク ラ ウ

　　ス ・マ ン の 時代 「参加」を説明して い る。

4） M ．G −Dellin　 ： Klaus　Manns 　 Exilrorhane，工n ： Die　 deutsche 　 Exilliteratur．　 S．457 及 び L ．

　　Winckler ：Asthetizismus　und 　Engagement 　 in　 den　Exilromanen 　 Klaus 　 Manns ．　 In ：

． Schreiben　im 　 Exil．　 S，205参照。 ．

5） Klaus　Mann ： Wendepunkt．

6） A ．M ：Frey ．： ibid，　SL407

7 ） Th ・マ ン はマ リ
’
オ ン を中心 と した テ

ー
マ の 構造を読 み取 っ て い る。

．
（1939年 7月22日付 け の ク ラウ ス ・

　　マ ン宛 の 書簡）

亡 命文学の 展開

　確認の ため に
一応敷桁す る と

，
1933年 2月27日夜の 国会議事堂放火事件以後，作 家 ・知 識人

たちの 大量出国が始ま る。 即日 （28日）公布 ・発行された共産主義者弾圧φため の 大統領緊急

令 ，
3 月21日の ，反対派 の 弾圧 が無制限に可能に な る大統領緊急 令 な どに よ っ て

， 大量逮 捕炉

現実の もの に な り，
コ ミュ

ニ ス トや社会主義者ばか りで な く， すべ て の ナ チ ス に批判的な作家 ・

知識入 たち の身 に も危険が迫 っ て きた の で あ る
1）

。 ク ラ ウ ス
・マ ン は，3月 13日 の 出国で あ っ

た 。

　作家 ・知識人の 亡命の波 は1933年秋頃ま で に 終わ っ た が
2）

，彼 らは亡 命先の 各地 で 従来の 雑

誌を亡命雑誌 と して 継続発行 した り （『新 日記』Das　neue 　Tagebuch
， 『新世界舞台』

「
Die　neue

WeltbUhne，『労働者イ ラ ス ト新聞』AIZ），新た ｝こ創刊 して 反 ナ チ ス運動 の 重要な表現手段 と
．

した （「文集』 Die　SammlUng
， 「新 ドイ ッ雑誌』Neue　Deutsche　Bl議tter）5 これらの 雑誌に拠 っ

たグ ル
ープ は文学的視点 よ りも政治的視点に応 じて 結成され た

3）
。 従 っ て

， 武器 と し て の 文学
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を掲 げて文学の政治化を要求す る コ ミュ ニ ス ト派か ら， 政治と文学を区別 し
， 作品 は間接的 に

政治的性格を もっ こ とに留め よ うとす る リベ ラ ル 派ま で ， 闘い の形態 は多様で あ っ たが ， 亡命

文学 の 共通 の 精神的基盤は反 フ ァ シ ズ ム の 闘 い で あ り，亡 命雑誌 は作家たち．の 孤立を防 ぐ連帯

の 手段で あ っ た 。 ク ラ ウ ス ・マ ン は，政党人に比較 して作家たち の 団結の 強さを指摘 し， ドイ

ツ の 作家たち の 二 重の 機能と して ，第三 帝国の 真 の 性格を世界に 向か っ て ，と りわ け近 隣諸国

に 向か っ て啓蒙 し
， 警告 しなが ら， 同時に 国内の 抵抗派を鼓舞す る こ と （政治的機能），

お よび

「もう一
っ の ，良 き ドイ ッ」の言語文化 の 伝統を海外で発展 さ せ る こ と （文化 的機能） を あげ

て い る
，）

。 こ れは亡命文学者の 公約数的態度で あ っ た。　　　　　　　
」

　 反 フ ァ シ ズ ム 亡命文学の 具体的作品 は ， 強制収容所 と ユ ダ ヤ 入迫 害な どを テ
ー

マ と して 啓蒙

的意味を もっ ドキ ュ メ ン タ リ
ー風な もの

， 小説で は ドイ ッ の 現代の 運命 を テ
ーマ とす る もの

，

．非合法な い しは抵抗運動を テ
ー

マ とする もの な どが あ る。
こ れ らは国外に対する と同様， ドイ

ツ 国内の 潜在的反体制派や ナ チ ス イ デ オ ロ ギ ーを見誤 っ て い る人た ち に も向け られ た 。 しか し
，

・

1935年 1月の ザ
ー

ル 地方の 帰属を決定す る住民投票で圧倒的多数 （PO．8％）によ りドイ ッ編入

が決定 した後 ， 亡命作家た ち は反 フ ァ シ ズ ム 運動 に よ る早期帰国の 現実性へ の 希望 と，ド イ ッ

へ 直接働きか け る中継地 を失 っ た 。 こめ年 の 8月に は，『文集』 と r新 ド イ ツ 雑誌』 が早 くも

廃刊に追い 込まれた 。

　
一

方 ，1935年か らは運動 の 統
一

へ の 模索も活発 に な っ て い る 。 文化養護 の た め の 作家会議開

、催 ，ドイ ッ 人 民戦綿設立 へ の努力 ，雑誌 『言葉』 （Das　 Wort．1936），
『尺度と価値』 （MaB

und 　Wert．1937）の 創刊な どで あ る。 しか し，1936年か ら の ソ 連 に お け る粛正 の 影響な ど も

あり，
ドイ ツ 解放の ため の 反ナ チ ス 勢力の 結集 は結局破綻 した 。 そ れに つ れて

， 亡命作品 も摩

史小説 の よ うな内省的な も の に 傾い て い っ た 。 次第に ドイ ッ 国内の 現実か ら離れ，そ こ で の 問

題 陸に も疎 くなる と
， 特 に非 マ ル ク ス主義的作家たち の間で， 過去 の歴史の 中に自己正当化の

原理 を見 出だそ うとす る動機が生 じて きた の で ある 。 また ， 第三 帝国の前史を描 きな が ら ， ナ

チ ス の権力獲得に い た る道筋の 中で 自己確認 の 作業が な され た 。 同時に
， 作品の 創作に お い て

ばか りで な く， 歴史小説論争や 表現主義論争 （リ ア リ ズ ム 論争） に み られ る よ う に
， 現実 の 闘

争の た めめ有効性や文学的態度ある い は文学 の社会的態度をめ ぐっ て の活発な論争 も展開され

た 。

　　こ の よ うな過去を手がか りとす る自己省察や歴史主体の 確認作業と並ん で ， 亡命そ の もの を

テ ーマ とす る作品もあ らわれ て きた 。
ザ ー

ル 州 の 帰属決定 の 住民投票後及び ス ペ イ ン市民戦争

の 敗北後の 自殺の 増加 は反 フ ァ シ ズ ム 運 動の 挫折と結び つ け て考 え られ た 。 こ の よ うな政治情

勢や そ の他 の亡命生活 の さまざまな困難か ら，
ドキ ュ メ ン ト兼 ある種 の鎮魂歌と して

， また精

神的態勢の 立て 直しの 模索 と して 作品が書かれ た 。 1938年の オ ー
ス ト ラ リア併合や チ ェ ッ コ ・

ズデ
ー

テ ン 地方ID割譲後，作家たちは第二 次亡命を余儀な くされ，逃亡者となっ て ヨ T ロ ッ
パ

を離れ て い っ たが ，1935年以後 こ の 時点まで に ，亡命生活は決 して
一

時的な もの で な く，
あ る

程度永続的な もの と して 自覚された の で ある 。 ク ラ ス ウ ・マ ン 『火山』．（1939）は，
・L ・フ ォ イ

ヒ トヴ ァ ン ガ
ー

の 『亡命』 （1939）や B ・ブ レ ヒ トの 「亡命者 の 対話』 （1940／41） と並ん で ，

亡命 の 現実の 問題性 を テ ーマ と した作品 の 代表的な も の に数 え られ る 。

　 第二 次世界大戦開戦以後は1939年 に 『言葉』 と 『新世界舞台』 が
，
1940年に は 『新 日記』 と

『尺度 と価値』が廃刊され
，
亡命誌 を拠点 とす る作家たち の 反 フ ァ シ ズ ム 運動 は ほぼ力 を失 っ
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た 。 文学作品で は S ・ツ ヴ ァ イ ク の 自伝的回顧，「昨日 の 世界』 （1944）や ，Th ・・マ ン 『フ ァ ウ

ス ト ゥ ス博士』（1943／ 47）の よ うに
，

一 つ の 時代 の終わ り、を予感す る総決算的 な作品が 多 く

書 かれ る よ うに な っ た 。

1 ） 『ドイ ツ 文学 の 社会 史」 （Sozialgeschichte　 der　 deutschen　Literatur ．ユ981） で は 2月27日 に 続 く

　　数日聞の 逮捕者 ζして 15名 ，
3月末まで の 出国者と して 59名の 作家の 名をあげて い る 。

　　
一

方，M ・ヴ ェ グナ
ー

に よ る と，国内 に あ っ て は 「ド イ ヅ純血保護法 （1933．9）」、「帝国文化委員会法

　　（1933．9）」 さ らに，担当の 諸官庁 の 設置 に よ り，イ デ オ ロ ギー統制が厳格に な り，自由な作家活動 は

　　不可能に な っ た 。 （M ，Wegner ；ibid，　S．34）

2） 付言す る と，ユ ダヤ、人 の 出国 は1938年 11月 9 日 の 「水晶の 夜」以後急増した 。

3） 『ドイ ツ 文学の 社会史』 で は無政 府主義者
，
無党派社会主義者 ， ，」 ミュ＝ ス ト

， 社会民主 主 義者 ， 市民

　　的リベ ラ リス ト，左翼 リベ ラ リス ト，急進的民主主義者，市民派個人主義者 とい う分類。

4）．Klaus　Mann ： Der　Wendepunkt ，　S．335

ク ラ ウ ス ・マ ン の亡命 と作品

　ク ラ・ウ ス ・マ ツ は 19331年 3月・13日に ドイ ッ を逃れ た 。 彼 は後年そ の 理 由を 二 っ あ げ て い る 。

「忌 まわ しい 臭気」に堪え難か ・ た こ
ζ
＝ナ チ 3の 粗暴 を容認で きなか っ た こ

』
と と

・
ドイツ で

は 「無意味な殉教者」 とな るか 「日和見生義 の 裏切 り者」 に な る か の 二 者択一
しか な い とい う

認 識，つ ま り反 フ ァ シ ズ ム の戦術的な面の 理 由で あ る
’）

。 恐怖 に っ い て は あま り問題 に して い

な い 。 1933年 9月、に は ア ム ス テ ル ダム で 亡命雑誌 『集合』 を創刊 した 。 創刊 の辞で はナチ ス の

暴力に対峙 して ， 「精神 へ の 意志」 を結集す る こ と を宣言 して い る。 後年語 るよ うに ， 彼 は

「政治的な義務」 と 「文化的な義務」 の両面を 自らの 活動 に意識 した の で ある 。 こ の よ うな背

景か ら
，
1934年 に は モ ス ク ワ で の 作家会議に参加 6 同年 ドイ ッ の市民権剥脱 。 1935年に は パ リ

の 「文化養護の ため の 国際作家会議」た参加 した。

　作品に 目を転 じて み る と
，
1934年に 『北方 へ の 逃走』，

35年 に 『悲愴交響曲』，
36年に 『メ フ ィ

ス ト』」，37年に 『格子窓』，39年に 『火山』と，5 つ の ロ マ ン を書 い て い る。 『北方へ の 逃 走』

は北 へ 逃れた市民階級 出身 の女主人公が
，

そ こ で 得 られそ うにな っ た個入の幸福を捨て て ，非

合法の 反 フ ァ シ ズ ム 闘争 へ 合流する まで の
， 迷い と決意が語 られ る 。 『悲愴交響 曲』 と 『格子

窓』 は前者が チ ャ イ コ フ ス キーを，後者が ル
ー

ドヴ ィ ヒ ニ 世を主 入公 に した ロ マ ン で あ る 。 ク

ラ ウ ス ・マ ン は若 い と きか ら
， 自己省察，自己分析を作品に反映して きた作家で あ るが ，こ れ

ら の作品で は
， 作者・自身 の人間的弱点 ， 病的な もの へ の 関心が

， 異境的な存在意識 と重 な っ
・
て

あ らわれて い る 。 『メ フ ィ ス ト』 は彼の 姉の エ リ
ーカ ・マ ン の最初の 夫で

，
と もに演劇活動を

した俳優 ，
ヘ ン ドリク ・ヘ

ー
フ ゲ ン を モ デ ル に描い た 「第三帝国 の 中の 出世物語」で ある 。 そ

して 『火山』、は副題の示す とお り亡命者た ち の物語で ある 。

　 と こ ろで
， 亡 命者た ちの 論争 ， 「表現主義論争」 の 発 端・と な っ た の は 1937年 9 月号 に 掲載 さ

れ ク ラ ウ ス
・マ ン の ゴ ッ ト フ リー ト ・ベ ン批判で あ っ たが

， 文化史的に見る と，彼 の 作家的発

展に は市民社会か ら離れた芸術的態度に対す る批判が根底 に流 れて い る 。 L ・ ヴ ィ ン ク ラ ー
は

唯美主義と市民社会の 関係か ら，ク ラウ ス ・マ ン の ア ン ガ
ージ ュ マ ン を理 解したが ，そ こ で は
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ク ラ ウ ス ・マ ン の 理想 が，唯美主 義 と進 歩 の
一

致で ある と説明 され て い る
2）

。 ク ラ ウ ス ・マ ン

自身，自分 の成長過程の芸術的に病 的な側面を認 め て い るが ，モ ラル の 問題が ハ イ ン リ ヒ ・・マ

ン の場合 と同様1こ，唯美主義批判の 出発点 にな っ た と い う 。 そ して ，彼の 唯美主義 と の 対決の

中で ，モ ラ ル とそ の 社会的表現 と して の デ モ ク ラ シ ーが 中心の課題 とな り，そ の 視点 か ら， 非

合理主義的唯美主義の フ ァ シ ズ ム との親近感が 明らか にされ て い っ た とい う。 当時の ク ラ ウ ス ・

マ ン の 有名な公式 は
， 「唯美主義者 と して 出発 して

， 社会主義者 に行 き着 く」 と い うこ とだ っ
・

た の で あ る
3）

。
こ ・の よ うな観点か らは，ク ラ ウ ス ・マ ン の 亡命中の 作品は唯美主義 的文化批判

が貫徹され て い る と して 説明さ れ る 。 そ の最 も顕著な ケ ー．ス が 『メ フ ィ ス ト』で あ っ た
4 ）

。

1） Klaus　Mann ：Der 　Wendepunkt ．　S．332

　　もち ろん ，こ れ は すべ て の国内抵抗が不可能 とい う意 味で は な い 。 目立 た な い秘か な レ ジ ス タ z ス は

　　あ りえ た し，ク ラ ウ ス ・マ ン も彼らに対す る国外か らの 援助 ， 共闘 に 国外 で の 抵抗運動 の 根拠 を 託 し

　　て い た 。 た だ，彼の よ うな立場 で ば無理 とい う判断で あ っ た 。

2 ） Lutz　Winckler ： ibid，　 S．197

3） Klaus　Mann ：

“GoLtfried　Benn ．
”1937．　In ： Prijfungen ．　S．189

　　な お，彼 はべ ン に 関 して ，1929年 ，30年 ，33年，37年 に 論文を発表 して い る。

4） こ の 作品 に 関 して は，モ デ ル に 対す る ア ン ビヴ ァ レ γトな感情か ら，小説 の 構想 と主入公 の 性格 が 矛

　　盾 して い る の で ，政治的主張 とモ デ ル の 選定 が 不適切 とい う批評 もあ る 。 （M ，Reich−Ranicki ：

　　Klaus　Mann 　und 　Gustaf’Grtindgens．　S．44）

『火山』

　1936年秋に ク ラ ウ ス ・マ ン は エ
ー

リカ ・マ ン とと もに ア メ リカ に 渡 り，
ア メ リカ各地で 講演

しな が ら，
ア メ リカ社会を見聞 した 。 37年 の 2 月 ｝こ い っ た ん ヨ ー白 ッ

パ に戻 っ て ウ ィ
ー ン

，
ブ

タペ ス トなど各地を旅行した り， 講演 した り， 夏には 『格子窓』を執筆 しだ りし て
，
9月 に ア

メ リカ に移住 した 。 彼 は 「もう一度あ る一定の 国の市民 に な りた い とい う願望」を感 じて い た 。

ヨ ー
ロ ッ パ の 国々 は亡命者 に対 L．て 思 い の 外冷探で あ っ た 。 っ ま り ， 彼の感想 に よ れ ば

，
フ ラ

ン ス 人や イギ リス人 にな るた めに はそ の 国 に生 まれ なけれ ばなれ な い が ，ア メ リカ人 に は な る

こ とが で きた の で あ る
1）

。

　1937年 の秋 ，
そ の ヨ ーロ ッ

パ と ア メ リカで苦 しん で い る亡命者た ち に思い を馳せなが ら，

ニ
ュ
ー

ヨ ー
クの ホ テ ル の

一室 で 『火山』 の 執筆を開始 した 。 前年に は ス ペ イ ン 人民戦線が 結成さ れ ，

それは総選挙に 勝利 し，そ して フ ァ シ ス ト と の 内戦が 始ま る 。
ス タ

ー
リ ン の 粛正が始ま る の も

こ の 年で あ る 。 38年は 3 月にオ
ー

ス ト 1丿ア が併合され
，
9月に ミ ＝ ン ヘ ン 会談 の 結果 ，

チ ェ ッ

1

コ の ズデー
テ ン 地方が割譲 された 。 11月 に は 「水晶の夜」事件が起 きた 。 執筆 は 39年春 まで 続

くが ，ち ょ うどそ の 頃，39年 3月末に マ ドリ
ー

ドが陥落して ス ペ イ ン 市民戦争 は終わ っ た 。 そ

して 1939年の夏 に 『火山」が出版 され て
， 数週間後 に は第二 次世界大戦の 戦端が開か れた 。 ク

ラ ウ ス ・マ ン は 「火山」 と い う比喩で ま さ に こ の よ うな 時代の危機を表 した の で ある 。

　亡 命か ら 4年半経過 し
， 根無 し草 の 生活はす べ て の 亡命者 に重苦 しくの しかか る 。 彼 らの思

い も．， 時代の 流れも，
な ん らか の 爆発に 向か 5 て 収縮 して い く。 人々 は帰郷の 奇跡 に しろ ，悲
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惨 な破局 に しろ ，
ひ た す ら待ち続ける しか な い

。 な か に は待ち き れ ずに死 に急 ぐ者 も少な くは

な い
2）

。 ク ラ ウ ス ・マ ン は期待や苦 しさ の ぎ っ しりと詰 ま っ ．た 「乱雑 で ，豊 富 で
， 不透明 な亡

命体験」を，す べ て が飛散す る前 に書 き留め て お く必要を感 じた
S）

。 しか し，彼 に と っ て 「迷

い と放浪の 年代記」 の執筆に は，書か れ る べ き対象 の苦 しみだ けで な く， 表現者 と して の 自分

に対す る虚 しさが付 き纏 っ た。 「誰の ため に
， 私は書 い て い る の か ？」一 亡命者 た ちの 苦 しさ

を書き綴 る こ と で ， 辛 う じて 自己 の 生 の 意味を救 い だ そ う とす る ，物語 の 中の 亡命詩人 の 嘆き

で ある 。 との 嘆き は 『回転点』の 中で 作者自身の もの と して追認さ れ て い る 。 す で に述 べ た よ

うに
，
1935年 の ザ ール帰属決定後 ， 亡命作家た ちが 直接 ドイ ッ に 働 きか ける足掛・りは失われた 。

訴えか ける共同体 は遙か遠 G こ な っ て しま っ た 。 物語の 中の 亡命詩人 に と っ て ，異国で の よ そ

よ そ しさ （違和感，疎外感）は もともと身 に しむる とこ ろだ 。 故国す らもい まは見知 らぬ もの

に な りか け て い る 。 従 っ て
， 彼 は未来 の 人閲に向か っ て 語 りか ける道 しか残 され て い な い 。 し

か し，未来の 人間も見知 らぬ 人だちに変わ りはな い 。 自分た ちの 苦しみ をい っ た い誰が受 けと

め て くれ るだ ろ うか 。 虚 しさは限 りな く拡が っ て い くが ，それ で も彼は未来の 者たち の 理 解 に

かすか な望み を託す ほかな い 。 これ は とりもなお さず ク ラ ウ ス
・マ ン の精神 と活動 そ の もの を

取 り巻 く事情で あ り，虚 しさ で あ っ た 。 亡命生活を二 重に苦 しくする虚 しさ で あ っ た 。

　 こ う い っ た事情 は作品そ の もの の 方向性を規定 して い る 。 と い うの は
一

っ に は物語 の 中 の 亡

命詩人が 自 らに課す よ う1と
，

こ の 物語は
一

群の 亡命 者の苦難の 足跡を記す年代記 で あ るが
， 自

ら命 を縮め る者，自己破産の 結果麻薬中毒死 に至 る者，また，熱狂 した群衆の暴虐の犠牲 となっ

て 非業 の 死を遂 げ る者たち を描きなが ら，同時に生 き続けよ うとす る者 の 自己克服 の 記 録な の

で あ る
Do

さ らに
，

こ の 未来 の た め に 生命を守 ろ うとす る主入公 の 姿勢 を規定 し て い る の は
，

芸術活動に よ る抵抗運動 と い う形で め政治 と芸術の一致 で あ る 。 た だ し
，

こ の 抵抗運動 は 直接

ドイ ツ に働 きか ける
’
こ とは不可能な の で

，
さ しあた り，

ドィ ッ
・
に対する啓蒙 ，

ドイ ツ の 伝統 の

中の 「もう一
っ の ，良き ドイ ッ 」を抵抗運動 と結びっ け，国外で の 反 フ ァ シ ズ ム の 支援 を喚起

する こ とで あ っ た 。 こ こ に は ドイ ッ の 文化的伝統 の 中か ら ドイ ッ 社会 の 未来 を思考す る枠組み

が見 出だ され る 。 そ の場合 ， 社会主義 に対す る理解 はあるが ，
ボ ル シ ュ ヴ ィ ズ ム に 対 して は留

保さ れ て い る 。

1） Klaus 　Mann ：Der　Wendepunk 七．　S ．412

2） Klaus　 Mann ： Der　 Wendepunkte ．　 S．357

3） Klaus　Mann ： Der　Webdepunkte ，　S．429

4） 前記 の よ うに
，
Th ・マ ン は 『火山』 の 発表当時 の 手紙 の 中で

， 抵抗 と未来 を結 び っ け る 女主人公 （マ

　　リ オ ン ） の
， 物語 り中に 占め る 中心 的位置 に つ い て 言及 して い る 。

　物語 は プ ロ ロ
ーグ，第

一部，第二 部 ， 第三部 ，
エ ピ ロ

ーグか らな っ て い る 。 プ ロ ロ
ーグ と エ

ピ ロ
ー

グ で は書簡 に よ っ て ，1933年の 亡命 の 発端の状況 （内面 の葛藤）と1939年 の 大戦前夜の

亡命者 の状況 （内面 の姿勢 と疑惑）が 表さ れ て い る 。 は じめ の書簡 は ドイ ツ に残 っ た青年 が亡

命した友人に宛て た形 を とっ て い る 。 目的は友人に亡命を思 い 直させ る こ とであ る。 そ こ で は

自分 の国 を離れ て ドイ ッ の た あに い っ たい 何が で きる の かを問い かける 。 ドイ ッ の 中で
， 大恐

慌以後の 社会 の 重苦 しい 閉塞感を はね の け る何か新 しい力が芽生え て い る こ とも事実で あ り，
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事態が悪化す れば国内で 抵抗す べ き で は な い か と い う立場が表明される 。
こ の 立場には ナ チ ス

に対す る判断 の 保留が み られ る 。
こ れ は，書簡 の 受取人 に と っ て は国内で は屈伏す るか収 容所

へ 送 られ る か
， 事実上二 者択一 しかあ りえ な い の で

， 受取人 の 立場 と鋭 い 対立 を な して い る 。

しか し，
．
国外に逃れる者に と っ て 国内 との 繋が りは唯

一
国内の 抵抗派を拠点 とする こ とに よ っ

て の み保た れ得 る 。 そ して
， 結論 的に い え ば

， 国内で は こ の 抵抗派の存在は不可能 で あ っ た 。

　 エ ピ ロ
ーグの 書簡はそ の こ とを示 して い る 。

こ の 書簡は 6年後にプ ロ ロ
ーグの ときと同 じ差

出人が ，同 じ友人 に宛て て
，

しか し今度 は マ ル セ ーユ か ら発信 した形を と っ て い る 。 彼 もま・た

亡命せ ざるを得な くな っ た の だ。 理由と して は国内で は もはや窒息する しかな い こ とを挙げて

い る 。 直接的き っ か けは 1938年の 9月危機 （ズ デ ーテ ン 地方を め ぐる ミ ュ ン ヘ ン 会談）で あ っ

た 。 書簡 は こ こで
，

ヨ ー m ッ
パ は破滅す る か

，
ナ チ ス を終わ らせ るが どちらか しか な い と の 認

識を示 して い る 。 ナ チ ス の 問題は
，

ドイ ッ 国民 に と っ て の 問題 で あ るばか りで な く，ヨ ーp ッ

パ 全体の問題 な の で ある 。 しか し
， 書簡 の 差出人に は ヨ ーロ ッ

パ の 共通 の 闘題 と して ヨ
ー

ロ ッ

パ の 人 々 と反 フ ァ シ ズ ム を闘 う意図はな い 。 こ の 時ま で の ヨ
ー

ロ ヅパ に はナ チ ス を ヨ ー．P ッ パ

の 問題 と して 積極的に介入する動きが なか っ た こ と の 反映で あ ろ う。 彼 の 亡命によ っ て ，
一

面

確か に 亡命の 正 しさが証明 され たが ，亡命者 の 闘争 の 展望が 開けたわ けで はな い
。 亡命者は 自

己を堅持 して
，

ひ たす ら未来を待ち続 ける しかな い の で あ る 。

　物語 は こ の 二 っ の書簡の 間で 展開 され る亡命者側の 足跡の記録で あ る 。 第一部が 1933年か ら

34年 ま で 。 舞台は主 と して パ リ，
そ の 他 ア

ム ス テ ル ダ ム
，

チ ュ
ー

リヒ 。 第二 部 は1936年か ら37

年 。 チ ュ
ー

リヒ，パ リ．，マ ジ ョ ル カ 島と い っ た と こ ろが舞台に な っ て い る 。 第三 部 は 1937年か

ら38年 。 舞台は ア メ リカ，二 ＝
一

ヨ
ー

クと中西部の 町。 全体を通 して 主要人物は，マ ル テ ィ ン

（詩人）とキ ーキ ョ
ー （ブ ラ ジ ル 出身 の 青年 ，マ 地テ ィ ン の 「恋人」），

マ ル セ ル （フ ラ ン ス 人

作家，マ リオ ン の 夫） と マ リ オ ン （女優）。 そ の 他叙述 の 詳 しさ か ら い えば ，デ イ リ
ー

（マ リ

オ ン の妹）；ア
ーベ ル （ドイ ッ 文学者 ，

マ リオ ン の 二 度 目の 夫），さ ら に
， 数人 の 社会民主主義

者，ユ ダヤ入 の 銀行家と社会学者 （彼 らの 場合で ユ ダヤ人 の 問題 が扱 わ れて い る）。各部 はそ

れぞ れ五 っ の章か らな る が
，

そ の 章が さ ら に細牟い 部分に分 け られ て 各登場人物の エ ピ ソ
ー
’
ド

が綴 られる 。
エ ピ ソ

ー ドは時間の経過 と ともに次第に 緊張の 度合を強 め
， 最終的 に は近 い 将来

の 破局，もし くは戦争の予感に向か っ て 展開 して い く。

　第
一

部で は亡命者 た ち の 再会な い しは出会 い の 場面をか わき りに ，国内で の 受難の 報告や 出

倒 の事情 ， 先輩亡命者の ロ シ ア人家族を通 して の亡命生活の 苦難の予感 ．
亡命の 是非な ど の 問

題が伝 え られる。 こ こ で はさ ら に亡命社会学者 の 口 を通 して ，亡命者 は決 して 均質 で なv こ と，

例え ば血 ダヤ人 の 場合と信念 に基づ く亡命者の 場合の違 い （ユ ダヤ人の場合は主と して 抵抗よ

りも定着の方が問題で ある）， 政治的立場 の さまざまな違い
， 対立な どが言及 され る 。 しか し

，

こ れ らの統合が未来 の ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム で あり，

ナ チ ス 権力 に抵抗する の である 。 総 じて
， 亡命

者の苦難と抵抗が問題で ある 。 t 方にお い て以前の 生活の 喪失によ る不安感 ， 逃避 と麻薬 ，パ

ス ポ ー トの 入手の 難 しさ ， 不法滞在の 問題 滞在国で の 冷淡 な反応等 々
。 地方 に おいて 抵抗 に

関 して
， 統一戦線志向の 希望と可能性

D
や 出版活動 の 二 重の 課題

2）
が表明され る

。

　登場入物で い え ば こ の 二 っ の領域を そ れぞれ
，

マ ル テ ィ ン とキ
ー

キ ョ
ー

の 組み合わ せ
，

マ リ

オ ン と マ ル セ ル の 組み合せ が代表す る。 マ ル テ ィ ン は 唯美主義的傾 向の詩人で あ る が
， 亡命 の

不安の 下 ， 同姓愛 と麻薬 と い う，
い わ ゆ る不道徳な生活に耽溺す る。 しか し，自らは ま りこ ん
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8 林 敬

、 だ陶酔 と救 い の な い苦 しみ の 中で
， 彼 は不安 な時代 の 物語を書 く こ とを決意 す る

。 厂や す らぎ

　 の な い ，故郷の な い 者たち の 冒険と敗北，高揚と崩壊 ， 慰 め の な い 期待」 を物語 る年代記で あ

　 る
3 ）

。 こ うい っ た こ と の精神的土壌は必ず しも亡 命 と関係の な い部分 もあ る が
， 亡命で の 境遇 ，

　 は以前か らの 異質な，
・
異境的な存在の総決算で あ り

，
それ故 ， 異境の 存在に お け る苦悩に 鋭敏

　 な神経が働 くの で あ る 。 こ の よ うな年代記を書 くこ と は闘い と は違 っ た形式 の果た すべ き務 め

　の形式 で あ る 。

一方 ，

「
「誰の ため に書 くの か ？誰が こ の 物語に耳を傾ける の か ？」 と い う疑問。

　 しか し ， 書 くと い う こ と，異境的な存在 の 奥底で ， 他者 の 異境的 な存在 の 苦 しみ に ・目を 向ける

　 こ と
，

そ の こ と自体が彼に と っ て 唯
一生 へ の 意味を見 出だ させ る行為で あ っ た 。 飼 時に

，
それ

　 は描かれ る側 に と っ て も救 い で あ り，
こ の よ うな描 く側 と描か れ る側 の 関係が 書 く こ と の 虚 し

　 さ の 克服を もた らして い る ので ある％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

　　 マ リオ．ン の 決意は，過去の 文化的遺産の 中に亡命の 正当性を見出だ し，巡業公演を通 じ て 反

　 フ ァ シ ズ ム 闘争を訴 え る こ とで ある。．しか し
J 彼女の 主張 は，「もう一

っ の，良 きドイ ッ 」で あっ

　て ，それ は社会の 具体的あ る べ き姿 まで は迫 う て こな い が
， 彼女 の 精神的な意味で もパ ー

トナ
ー

　 で あ る マ ル セ ルは
，

プ ロ レ タ リア 革命 は
， 人間の解放に よ っ て 精神を解放す る

，
と プ ロ レ タ リ

　 ア 革命 の 理想 に期待 を寄せ るb

』
こ の理想 は問題 の 性質 か ら い えば ， 第二 部 にお ける ，

ドイ ツ の

　 将来 に お け る社会構造と所有関係 の 変化に 関す
’
る議論へ とっ な が る もの で あ るが ，議論 に お い

　 て は そ の よ うな変化が望 まれ な が らも，共産主義 と デ モ ク ラ シ
ー

の 共存に疑問が支配的で あ っ

　た 。 こ の時点で 1まとりあ えず ，
コ ミュ

ニ ス トも，デ モ ク ラ シ ー支持を表明 して い る
5）

。 ．

　　 第二 部 は亡命者 た ちの苦悩 と絶望の 歴史で あ る 。 亡命は もう宗全に一時的な もの で は な くな っ

　 て い る 。 確か に ドイ ッ 国内で の地下活勤 も報告 され る 。 しか し，
ヨ ー ロ ッ

パ の 各地で もフ ァ シ

　 ズ ム 支持が 目立 っ て きて い る 。 ナチ ス の ス パ イ活動 も活発に な っ て きた 。
ヨ ーロ ッ

パ は亡 命者

　 に と っ て は よ そ よ そ しい ばか りで な くあ ま り安全で な くな っ て き て い る 。
こ の よ うな境遇 め変

　 化の 中で ，マ リオ ン の妹 テ ィ リ
ーの悲劇 が語 られ る 。 不法滞在者ゆえ に束の 間で しか あ りえ な

　 い恋 と
， 妊娠，中絶，そ して 自殺 。 相手 の恋人 はそん な こ とはま っ た く知 らず に ヨ

ー
ロ ッ パ の

　宮憲に追わ れなが ら放浪の 旅を続ける乾いた世界で ある 。 稼女は姉の よ うに闘う ことは で きな

　 い ，自分にで き る こ と は個々 の人間を愛する こ とだ けだ と訴え て
，

そ れ がで きな くな っ て 死を

　 選ぶ
。 恋人 は放浪 の 果て に慨嘆する ：世界の 中で 余計者だ と い う感情に苛 まれ る と ， 自分 に対

　 す る誇 りが失われ て い く… 各地 で 病気持ち の 犬の よ うに扱われ て ，それ で も理 想主義者で い

　 られ るだ ろ うか
，

と 。

　　 マ ル テ ィ ン の 死 は麻薬 中毒死 で ある 。 彼の 死で 非合理主義的唯美主義の 一
っ の帰結が象徴 さ

　 れて い る 。 しか し，物語の 中で は彼の 新た な意志 はキ リス ト教的に感化された キ ーキ ョ
尸 に よ 、

　 つ て受 け継が れ る 。 こ れ と関連 しで ，ドイッ文学者，ア
ーベ ル の 変化が語 られ る。 彼は ユ ダヤ

　入 と い う こ とで 亡命せ ざ るを得な くな るが，決 して 政治 的で も革命的で もあ るわ けで は な か っ 、

　 た
5）

。 しか し
， 彼 は rt　一ス ト リ

ー文学の 資料収拾 に ウ ィ
ー

ン を訪れ た 際 ， 過去 に 浸 っ た 街 を ま

　の あた り に して ，ウ、イ ー ン の 世紀末デ カ ダ ン
子

の 下降的雰闘気よ りも1948年 の 精神 に今 日 と の

　 親近性を感 じた の で あ る 。 こ の 変化は ヨ
ー

ロ ッ
パ の 現実の 中で 唯美主義が非現実的にな っ て し

　 ま っ た こ とを主張する 。

　　 マ ル セ ル は ス ペ イ ン市民戦争に参戦 し，戦死する。 彼 な現代に お い て 理想 は終焉 した と の 認

　 識の 下 ， 彼 自身も意識的に狂気に身をゆだね ， 「言葉か ら行動へ 」向か っ たの で あ る。
ス ペ イ
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ク ラ ウ ス ・マ ン の 亡 命者 の 物語 こr火山』 に っ い て 9

ン 人民戦線の 結成と闘 い に っ い て は，第三 部で それ に参加 し，敗北 した ドイ ッ の 社会民主主義

者 に よ っ て
， 「君た ちが闘 っ た とい うこ と，団結 した と い う偉大 な事実が 世紀の 歴史を規定す

．るだろ う。 君たちこ そ勝利者だ 。」 とそ の意義を賛美す る。 これこ そ望 まれ なが ら， ま さ に ド

イ ッ に欠けて い た点 で あ り ，
ク ラ ウ ス ・マ ン の 政治的な面で の 基本的

’
立場で あ っ た 。

　マ リオ γは抵抗運動を国外に い る者の責任と義務を 自覚 し て い る が
， 市民権剥脱や

，
チ ュ

ー

リ ヒ で の 公演 の 妨害行為な ど に よ っ て ，彼女 も次第 に 疲労感を感 じる。妹 を失 い
，

ベ ル リ ン 時

代か らの 文学仲間を失 い ，夫を失 っ て ，ヨ ー
ロ

ッ
パ で はあま りに も多 くの もの を失 っ た と感 じ

る 。 彼女に と っ て は 自分 も死ぬか
， 新 しく始め る しか な い の で ある 。 彼女は 「我々 の 全生活 は

別れだ」 と慨嘆 し，
ヨ
ー

ロ
ッ

パ に別れを告 げる
T ）

。 こ の こ とは亡命者の 立場か ら見た
，

ヨ ー
ロ

ッ

パ と い う概念が もっ ある種 の 統
一
性に対する失望の 表現で あ っ た 。

　第三 部 で は マ リオ ン g］）生 き る こ とへ の 葛藤と亡命者の生 き て い く理 論の構築を中心 に
，

亡 命

と闘い の 意味が問 い 直され る 。

一入 ぼ 5 ちにな っ て しま っ た彼女 は，ニ ュ
ー

ヨ
ー

クで素朴な イ

タ リア 青年 と出会 う。 「若 い神」が突然彼女の部屋 に入 っ て きた の で あ る 。 彼女 の 生 へ の 意志

は回復 する 。

’
しか し，戦闘的故郷悪失者 は愛 に おい て 誠実で はい られな い 。 彼はイタ リア 解放

に参加すべ くヨ ーロ ッ
パ に戻る決心をす る。 彼女 は こ こ で 悲劇的に死ん だ妹と同じ状況に陥る。

妹の ため に も こ ど もを生 まなけれ ばな らな い
。 しか し，彼女 は，流浪 の 亡命者で あ り，

1
闘 う人

間で あ っ て ，母で ない と自覚する 。 巡業公演 の 旅先で 出会 ？ た ア ーベ ル と の 対話か ら，こ の 間

題 の一
つ の 決着が提示され る。 彼は主張する ：反 フ ァ シ ズ ム の闘い は生 まれ て くる 子供 の た め

で なければ ド 誰 の た め の 闘 い な の か 。 彼 は 「勝利 に つ い て 話す の は誰 か 。 生 き
’
の び る こ と が す

べ て な の だ。」 と い う iJル ケ の 詩行を引 きなが ら，英雄的な死を否定 し，生
’
きる こ との 困難な

意味を，亡命の 中で の生存 の意味を語る の で あ る
8）

。 ドィ ッか ら遠 く離れ て い る と ドイ ツ の 事

情 に 疎 くな る 。 そ して
， 亡命者が それぞれ の 地で なん とか生活を築 い て い くとす ると，闘 う者

に と っ て も誰 の た め に ，何の た め に 闘うの
．
か

， 闘い の 意味が 分か らな くな っ て く る 。 しか し
，

ス ペ イ ン の 爆撃 の 惨状 に も見 られ る よ う に
， 闘 い を止め る こ と は フ ァ シ ズ ム の 蹂躙を許す こ と

で あ る 。 苦 しん で い る もの は自分た ちだ け で はな い
。 ドイ ッ 国内に も苛酷な孤独に苦 しむ 「国

内亡命者」 たちが存在する 。 彼 らと の連帯も亡命者に と っ て の責務で ある 。 これ らは自ら安全

な と こ ろ に い る と 自覚す るマ ウオ ン に と っ て，良心の 問題で あ っ た。
こ の 問題に ば明快な 答は

用意 されて い な い 。 ただ，英雄的な死で はな く， 未来 の た め に 生の 問題が リア ル に 考え られな

けれ ばな らない とす るナーベ ル の 信念が並立 されて い る。 ま たそれに よ っ て マ リオ ン は慰 め ら

れ る 。 物語 の 語 り手 は ，
そ して 作中の 亡命者の年代記 の 語 り手 と彼 の 守護天使も，マ リオ ン の

苦境と平行に
， 亡命の 困難な意味 に っ い て 考察す る 。 金銭的 ， 法的不安 ，

さ ま ざ まな悲劇の も

た らす心 の 傷。い っ も社会 の 周辺 で 暮らさざ る を え奉い境遇 で の 自
’
a 堅持 の 難 しさ 。 しか し

，

一
方で亡命の 学校は亡命者たちを人間的に鍛え る 。 そ して ，「追い立て られた者，家な き者，至

る と こ ろ の余所者 は
， 至高の 者を正当に評価するた め の チ ャ ン ス に比較的恵 まれ て い る 。 」 と

認識す る の で ある
9）

。 これ は ，
やが て や っ て来 な ければ な らな い 世界 の 建直 し の 時 の た め の 亡

命の意味の 積極的評価で ある。
こ こ か ら未来の ヒ ュ

ーマ ニ ズ ム が語 られ る。
マ リオ ン は自分の

デ ィ レ ン マ をか な らず しも解決 したわ け で はな い が ， 生 に 向か う。彼女も含 め て ，故郷喪失者

たち に対 する物語 の最後 の メ ッ セ ージ は，「抵抗せ よ ！敬虔で あれ
』
！希望 を守れ ！自分の 足で

立 て ！］ で

．
あ っ た 。
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1） 若 い 社会 主 義者 の 労働者 が強制収容所 の 様子 を 報告す る ：そ こ で は破滅す る か 転向す るか の 選択 しか

．　 な い 。 しか し，政治的立場 の 違 い を越 え て 確固と・した 連帯 も芽生 え て い る。「（社会民主主義者 もコ ミ ＝

　　ニ ス トも）強制収容所で 本当に知合 っ た とき，外の 世界で も共同作業が で きるの が わ か る 。 」

　　（Der　Vulkan．　S．143）

2）元 ベ ル リ ン の 労働者学校の 先生は亡命出版の 課 題 と して
， 世界 に 対す る啓蒙 ， 第三 帝国の 危機 の 警告

　　と
， 国内 の 非合法抵抗運動 の 支援を挙げて い る 。 こ れ は ク ラ ウ ス ・マ ン が提起 した亡 命出版の 課 題 の

　　
一

つ で あ る Q （Der 　Vulkan ，　 S．144）

3） Der 　Vulkan ，　 S．194

4） 政治的な観点 か らの 評価 の 場合，登場人物の 思 想 や描 き方 の 政治的意味 が 間わ れ るが，ク ラ ウ ス ・マ

　　ン 自身 は例 え ば 『北方 へ の 逃走』 の 女主入公 に つ い て ，良心 に したが っ て 決断 し
，t反 フ ァ シ ズ

みの 戦

　　列 に 加わ る 彼女 よ り，内的分裂 し，罪深 い 官能 に 揺 れ 動 く女 に 人間的共感 を 感 じ る と述 べ て い る、。

　　『火山』 に お い て も
， 例え ば第二 部の テ ィ リーの 場合の 描き方の よ うに，そ の 苦 しみ へ の 深 い 理 解が

　　示 され る 。 こ の よ うな 共感 に よ っ て
， 描か れ る 側も救い 出され て い る 。

5） 物語の 登場人物 と して ，社会民主主義者は名前 を も っ だ人物 （フ ム ラ
ー
，シ ュ ッ テ ）で あ るが，コ ミ ュ

　　ニ ス トは特定の 名前を も っ て い な い 。 こ れ は両者に対す る ク ラ ウ ス ・マ ン の 距離を象徴的に示すもの

　　と して 興 味深 い Q

6） ア
ーベ ル はユ ダヤ人と い う殺定で あ る が，もと も と非政治的で あ っ た 。 そ の 彼が ，正統な ドイ ッ の 古

　　典的伝統 の 担 い 手 と して
， 亡命 に よ っ て そ の 改竄と闘 う，

と され て い る （Der　Vu1kan 　S．110）。
こ

　　こ に は ク ラ ウ ス ・マ ン の ド イ ツ の 伝 統 の 貍解 が 象徴 的に 見 られ る。

7） つ い で な が ら
， 第二 次大戦 の 第r 世代 に 属す るW ・ボ ル ヒ ェ ル ト は自分た ち を 「別 れ の な い 世代」 と

　　逆説的に 表現 して い る 。 M ・ヴ ェ グナ
ー

の 亡 命文学 と戦後世代 の 不連続 の 指摘に もか か わ らず ，
こ こ

　　に は
一

種 の 精神的連続性が感 じられ る 。

8） Der　Vulkan．　S．514

9 ） Der 　Vulkan ，　 S．549

結び

　『火山』 の 中心 の 思 想を，M ・ヴ ェ グナ
ー

は，「生 き の びる こ とが勝利な の だ」 とい うア
ーベ

ル の 思想の 中に 見て い る 。 こ の こ とは存在の 不確か さ の 克服で あ る。亡命 とい う ， ある い は思

想 の 終焉 と い う状況の 中で
， 存在 の 不確 か さを克服すべ く，

さま ざま な試み が な され る。
マ ル

テ ィ ン は そ れ に失敗 し；マ ル セ ル に と っ て は そ の 試み は死 へ の 共感 で あ っ た 。

一
方未来 の 思 想

がマ リオ ン た ちを危機か ら守る。 しPliし，ヴ ェ グナ
ー

は同時に そ こ に亡命の 現実 と亡命者 の 希

望と の矛盾を見 て い る 。 確 たる未来の展望の な さ で ある 。 こ れ は現実の 政治に影響を与え る こ

とが で きなか らた一っ の 要因で あ っ た 。 そ れ故彼 は，クラ ウ ス ・マ ン の ロ マ ン を ，意識 の 変化

はみ られるが
， 変革の 中間段階以上の もの で はな い と，限界を 指摘して いる。

ロ マ ン の ドキ ュ

メ ン ト的価値を認 めなが らも， 「克服」 は過渡的 と い うこ とにお い て の み意味 を もっ に す ぎ な

い こ と
， 関心 が現在だけに限定 され；亡命者 の 希望 の 中身の 歴 史的な 探求が不足 し て い る こ と

を批判 して い る。

　M ・G ・デ リ シはや は り難民の 存在 の 危機の 記録 として の 価値を認めなが ら，マ リオ ン の 緯
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ク ラ ウ ス ・マ ン の 亡命者の 物語 1 『火山』 に つ い て 11

で 意味付けて い る 。 根無 し草 とな っ だ人々 の 自己克服 ， 反 チチ ス 闘争が生 き る ため の 精神的支

え に な っ て い る ζと等を中心 の テ
ー

マ と見 て い る。 しか し
， 伝統と結びっ くこ とに よ っ て 却 っ

て 戦後世代 と遊離す るとい う，ク ラ ウ ス ・マ ン の 精神史上 の 困難な位置 も指摘して い る 。

　L ・ヴ ィ ン ク ラ
ー

は唯美主義の視座か ら，
1933年以後 の ク ラウ ス ・マ ン の 作品 に新 し い解釈

に よ るデ カ ダ ン ス の 克服を見る 。 唯美主義の 歴史哲学的 ア ポ リァ をモ ラ ル とヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム で

置き換 え
，

こ の よ うな唯美主義的伝統の改編に よ っ て 文学を抵抗へ と結び っ けて い るどい うの

で ある 。 こ の よ うな見方か ら， 物語 の 中心 思想 は社会生活 の 中の ヒ ューマ ニ ズ ム の 復権 と い う

こ と で あ っ た
。 しか し，彼もま た

， 社会的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ーの 具体像 は こ の ロ マ ン に は形成

され て い な い と批評 して い る 。

　G ・ベ ル ク ル ン トは作品 の 政治史的側面を歴史的事実に よ っ て 検証 して い る 。 検証結果か ら

は作品の幻想的な側面が浮か び上 が るb 以下彼の 主 張の敷桁で あ るが ，政党と の関係で み ると
，

組織的な抵抗活動家 は社会民主主義者で あ っ て
，
KPD の 政策 は SPD よ りも批判的 に見 られ て

い る 。 もっ とも，こ の こ とは大 して 問題で はない
。 そ の批判は意図された もの で はな い

。 と い

うの は，作品自体 は人民戦線 と の 連帯を描 い て い る か らで あ る
。

こ れ が 作者の 政治 的立場で あ

る 。 しか し
， 人民戦線の 影響に は誇張が あ る 。 また ，国内 の 抵抗運 動の 見方 は楽観的で あ り，

具体性が な い 。 諸党派ある い は諸党派内部の対立 は扱われ て い な い 。 結果的に は政治的党派に

属 して い な い人物が最 もラデ ィ カ ル に闘 っ て い る印象を与え て い る 。 以上の こ とか ら， 内部 問

題が看過されて ，抵抗 の 闘い が理想化されて い る。 さ らにナ チ ス 後 の 社会構想の 描 き方が不十

分 。 こ れ は問題で あ る。 亡命中の 運動の 分裂 は不一致に起因 して い るか らで ある 。 作品の 中で

は社会構想 の 不
一

致が分裂の 原因に な っ て い る こ と   認識がな い
。

　「火山」 に対 して は，こ こ で は挙げなか っ たが，描き方が冗長，通 俗的と い う批判もあ る。 そ

れ を別に して
， 内容 に注 目す る と

，

一定の 社会的 ， 政治的意味 ， 政治 と文学 と い う観点 に おけ

る進歩性を認め ながらもそ の 限界，特に政治的な領域で の 限界を指摘す る批評が 目に っ く 。 政

治的現実 に対す る リア リズ ム の不足に 原因が あ りぞ うで あ る 。

一方で ，そ の ドキ ュ メ ン ト的価

値が 評価 され て い る 。

　リア リズ ム に関 して い え ば，
一般 に ドイ ッ 国内 の 抵抗闘争 の 具体的描写 の 不足 は 免 れな い

。

こ れ は ドイ ッ 国内と の連絡 が遮断 され て い る状況で の 共通の現象で あ る。 政治的現実に つ い て

は，そ れが反映され て い な い わ け で はな い が
，

こ の点 に つ い て は別な見方 も可能にな る 。 ドイ

ッ 国内と の連絡が とれな い で
，

ドイ ツ が どう変わ っ たか ，国内 の人 間が何 を望 ん で い る の か ，

そ うい っ た こ との 事情 に疎い とき，
そ の 社会を構想する とはど うい うこ とな の か 。 たぶ ん

， 観

念性を免れな い
。 ク ラ ウ ス ・マ ン は観念 的に論争す るよ りもまず闘い の 次元で は共闘態勢の構

築 （人民戦線）に希望を託 した の で あ る 。 言 い 換えれば
，

まず抵抗が 聞題だ っ た 。 人民戦線 は

そ の た め の 前提で ある
。

そ れが 現実に即 して い な い と して も，
そ れ は党派の 現実に即 して い な

い と い う こ とで ，こ の 希望 が多くの 亡命者 の 帰郷 の 希望 に最も添 っ て お り，そ の 意味 で 現実 的

で な い こ とはな い
。 希望の 実現性で な く現実性か ら見れば，彼 の 作家と して の 立場は こ の 希望

に添 っ た闘い を進め る こ とで ある こ とを確認する必要が ある 。 社会構想で い えば
， 問題 は個 々

の 構想 の 優劣で はな い 。 む しろそ の 共存が ヒ ュ
ーマ ニ ズ ム と合致する と考えた の で ある。

いず

れに して も， 政治路線よ りも， 個 々 の 人閤の運命 に対す る共感が優先 した 。 作者 の 関心 は政治
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状況よ り も，個々 の 亡命者に よ り真剣に 向け られ た の で あ る 。 そ して ，亡命者の 記録 と して の

価値 の 評価は
，
亡 命者の リ ア リ ズ ム に 即 して い る こ とを証言 して い る よ う に思わ れ る 。 ．

．
作品 に関 して ，作品が 亡命者 の 苦難 の 描写で ある こ と，そ の 中心 に

一
っ の 典型 的な タイ プ で

ある マ リオ ン が位置 し
．
て い る とい う見方は共通 して い る 。 1935年以後の ，亡命が

一
時的

一tfな く

な っ て きた段階で ，個人 の 問題 が 改め て 問題に な っ た 。 例え ば そ れ はE ・ト ラ
ー

の 場 合 ｝こ も見

られ る 。 彼 の 場合 はさま ざまな 「恐怖 の 克服」が問題 で あ っ た 。
こ の 面で の マ リオ ン 像 は困難

と矛盾を抱え なが ら も 「そ れ に もか か わ らず」（Trotz） の姿勢を堅持 し て
，
亡 命を未来 に つ な

げる役割を示 して
t
い る 。

　看過 されて な らな い の は亡命の 受難 の体験 を通 して 形成 された視点で ある 。 確かに未来の社

会に対する具体的展 望に は欠け るが，庇護な き根な し草の 視点と ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム （至高の もの）

と の極め て 近い 関係が認識 されて い る 。 こ の地点か ら社会 を考え る 。 こ こ か ら，
ヒ ュ

ーマ ニ ズ

ム ＝デ モ ク ラ シ
ー ＝ 社会主義 と い う組 み合せ が一

つ の枠組 み として 浮か び上が っ て くる。 出版 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む

表現の 自由 ， そ の 他さまざ まな 自由は こ の 意味で デ モ ク ラ シ
ー

と結び っ く。 また ，
こ れ ら全体

の 社会基盤 と して 社会主義 （まだ符牒 の 段階に す ぎな い が）が考え られ て い る 。 社会構想 は具

体的で は な い が
， 根な し草の 視点の 形成 に 亡命 の 積極的意味が見出だ さ れる 。

　最後 に，亡命者に対す る呼び掛け の 意味に注意 され るべ き で あ る 。 物語 の 中で も，誰が 読む

の か と い う疑問が 出され て い るが ，孤立 しが ちな亡命者に と っ て ，互 い に呼 び掛
・
け合 う こ とは

ますます必要 に な っ て い く。 生 きる こ とを優先 して も， 政治的展望の あ るな し に か か わ らず ，

亡命者 が生 きて い くこ とは難 し い 。 自己堅持 もざ しあた っ て の も のか もしれな い 。 お互 い を支

え あ う た め に
， ts互 L｝に 呼 び掛 け合 う し か な い 。

　ナ チ ス と の 闘 い は，国外に あっ
・
て は自分と の 闘 い の 形を とる 。 闘 い に よ っ て 望まれ て い る帰

郷が実現す る可能性は少ない。根な し草の 状態 は い っ ま で 続 くか予測 もっ かない
。 爆発の 予感

はあ るが，そ の後は どうな る の か予想 もっ かな い 。 「帰郷」 （それ はほ とん ど ヒ ュ
ー

マ ニ ズ ム の

世界の 実現 と同義で あ る 。 ）の 実現 の 希望 はあま り期待され て い な い
。 しか し，そ れ に もか か

わ らず，ク ラ ウ ス ・マ ？の 亡 命者た ち の 物語 は，生 き の び る こ とを ，未来 の た め の 庇護 な き世

界で の 自己堅持を呼び掛け て い る
。

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 、テ キ ス ト

Mann ，　 Klaus ：Der 　Vulkan．　 Roman 　 unter 　Emigranten ．　 Verlag　 ffeintich　Ellermann ，　 MUn −

・chen 　1977　（1939）＊
　　　　　　 、
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